
第 一章 研究の構想

はじめに

第 1次 5か年研究Kついては，→何年，一昨年 ，昨年と発表してきた「算数 ・数学科の問題解決に

かける思考過程とその指導J( 1 ') (第 29集).(2')(第 36集 ).(3')(第 43集 )をもって

一応の完結をみるととUとなった。とれからの研究は第 2次 5か年研究として新し〈始められるものでは

あるが，内容的κは第 1次 5か年研究の延長でもある。したがって，第 1次 5か年研究の成果であり・

ζれからの研究κ直接関係の深い「思考力を伸ばす学習指導の原則Jと 「論証の段階」の項目をかかげ，

次の論述の参考にするが，この詳細Kついては紀委第 43集を参照願いたい。

思考力を伸ばす学習指導の原則

1. 算数・数学科の指導は ，数学的念観点や数学的方法を身につけさせるとと ，

を伸ばすととをねらいとして行なわれ左ければ念ら念い。

数学的な思考の力

2 数学的な思考の力は ，具体的(1(数学の教材を学習する過程κかいて ，かっ ，それU亡がいてのみ育て

られる。

五 教師の説明は，数学的な思考の過程にしたが全て行念わ念ければならない。

4. 教師は，児童生徒が数学的;1:観点から問題に対処し，数学的在方法で問題を処理するよう ，その思

考を方向づけなければなら左い。

E 児童生徒が問題解決K成功し，または失敗した決定的を原因が， ζのよう左数学的な観点Kたち，

ζのよう衣数学的方法で思考を進めたか否か陀あるζとを，児童生徒κ自覚させ念ければ念ら左い。

ι 児童生徒の知識・技能が，体制化されたものと念るよう指導し念ければ念ら念い。

議証の段階

同 言の段階ー-A段階〈思考の段階)一一一一一第 1尉縫(納得の段階)

I ~第 2 段階(直観的な説明の段階〉
思考 イ ノB段階(話しコトパの段階)三

1 / -~，~ ， ""' - ~- ~'H ， .____第 5段階(数学的な用語を使った説明の段階〉

|外言の段階ど
1 " ~ ~- ，~， ~ '" _/第 4段階(生活用語で書〈段階)

人 、C段階(書きコトパの閤驚)三
----第 5段階(簡潔に筋道をたてて書〈段階)

ζの 5つの段階は必ずしも論証教材の指導過程を示すものではな〈て，教材の指導段階(導入段階，

練習段階等)や問題の難易，子どもの能力差等によって，それぞれ伸縮されたり，前後したり，重視さ

れたり，省略されたりする ζ とがある。

I 研究の主旨

第 1次 5か年研究l乞卦いては， 学習指導Kかける一般的で原則的念ととがらに対しての追究を深めて

きたのであるが， ζれからは，能力差K応じた学習指導 ，特(1(.学業成績の劣る子どもの学習指導につ

いての研究陀進みたいと考える。



算数 ・数学科にたいては ，能力差が大き<，学業成績の劣る子どもが比較的多 <，日常の学習指導で

はとのよう な子どもは ，置き去りにされ ，学習指導のわ くの外κはみだされているととが多いようK思

われる。とのような現象は， 5 0 ~名近〈の学級の一斉指導では止むを得ないとして放置できないととは，

学校教育の使命より考えてもいうまでも念いととである。すぐれた子どもの能力はもちろんのとと ，劣

る子どもの能力も最大限に{日ばしてやるととるに学校教育のとうとさがあると考える。

一斉指導¢弊害を改め ，能力差に応じた学習指滋をかと*うためK多〈の研究が左されている。個別

学習や能力月1)学級編成 ，プログラ ム学習の研究念どがそれである。また ，中学校3年生数学科の選択衛Ij

も，その目的の 1つは，能力陀応じた学習J'a導にあるといってもよいと忠われる。しかし本研究は，と

のよう念学習形態や教育線程の研究ではない。

本研究は ，学業成績の劣る子どもの思考の特徴をつかむととによって ，彼らの思考力を伸ばす学習指

導の研究がねらいである。したがって ，本研究の成果を§然学級の一斉指導に活用するKは，さらκそ

の具体的方法の研究が必袋であるが ，そのとと Kついては本研究ではふれ念いととにする。

次K本研究と第 1次 5か年研究との関速について考えてみる。

前節にかかげた思考力を伸ばす学習指導の原則も ，論証教材にかける論Eの 5段階も ，学業成績の劣

;る子 どもの学習指導の原則として適用するととは当然である。しかし，学習指導が，子どもの思考の様

態をふまえて実践されなければならないので，それらの原則は，具体化する実践の場Uてがいて ，異念る

姿で表われてくると考える。倒人差K応 じた学習指導の研究の重要性もとと陀あると思われる。子ども

の学習力になける倒人差 (能力差 〉は ，日常の学習指導にないてわれわれの認めるととろである。また

第 1次研究Kかいても ，ある 1つの観点 ・方法を身につけさぜても ，能力差によってその学習効果の異

なるととのある ζ とを実証した。論証の 5段階の適用にかいても， 子どもの能力差によって， その 5段

階の重点，運用念ど呉念ると思われる。とのように一般的な原則を学習指導K適用すると しても ，傭人

差に応じて異なる形で具体化するととが ，効果的危学習指導κ走ろうというととが推測される。とのよ

う念考えKよって ，第 T次研究の成果を本研究に適用し ，さらK学業成績の劣る子どもの思考の様態を

ふまえて ，ζれらの一般的な原則をどのようK具体化するかを研究し，学業成績の劣る子どもの効率的

な学習指導の要点を追究したいと考える。

友会 ，との紀要では， 学事業成績の劣る子どもは ，その学校の 5段階評価で ，評定の 2と1 ，すぐれた

子どもは ，5のものをさす ζとにする。

E 研究の方法

1 学業成績の劣る子どもの思考の特徴の調査

子どもの思考の様態Kついては ，第 1次 5か年研究で一応の研究は終わったのであるが， 本研究では

特K学業成績の劣る子どもの思考の様態を ，すぐれた子どもと比較して調査研究してみたい。

(1) 個人面接による鼠査

子どもK面接して ，その思考の特徴をとらえる。

(2) ペーパー・テストによる調査

調査問題の応答を考妻美する ζ とKよって ，思考の特徴をとらえる。
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Z 実験的学習指導

個人指導を実験的にかと念って ，学業成績の劣る子どもに対する学習指導の要点を究明する。

5 調査および実験的学習指導の対象の子ども

中学校5年生

4 調査問題ならびに教材の領減.程度

中学校2年生の図形の論証

5 研究協力学校

公立中学校2か校
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